
 



 

構造体接地極・メッシュ接地極など 

大規模な接地極の抵抗測定もお任せください。

 

 

 

  

 

 

接地の目的や現地状況をお伺いし、

大地の調査結果をもとに目標抵抗

値に⾒合う接地計画をご提案しま

す。 

やみくもにアースを増設して抵抗

値を求める手法では、余計なコス

ト・時間・労⼒を費やしかねません。 

NIP エンジニアリングでは避雷針

事業で培った接地ノウハウがあり、

安全な接地システム設計のお役に

⽴てることと思います。 

 

接地電極の接地抵抗は、その地点の大地抵抗率に

⽐例します。そのため、土壌にあった接地プラン

を計画するためには、大地抵抗率の調査が必要と

なります。 

直流電気鉄道の帰線から 1km 以

内の場所、直流電気設備の周辺の

場所等では、大地への漏れ電流に

より地中の⾦属配管等が腐食す

ることがあります。この漏れ電流

を「迷⾛電流」といい、各⾃治体

の危険物施設の審査基準等にお

いて迷⾛電流の影響の有無につ

いて調査することが定められて

います。 

迷⾛電流影響調査 

⼤地抵抗率調査 

接地設計 

接地（アース）を計画するなら、目的に⾒合った調査や設計を⾏う必要があります。また、建設工程に沿った接地計画を⽴てることも⼤切です。 

 

●ウェンナーの四電極法測定 

電位降下法測定（⼤規模接地抵抗測定） 

各種接地工事 
接地極の構成や状況によっては、落雷などによるサージ電圧

（瞬間的な電位上昇）により、電気機器の故障や人体への被

害が発生する可能性があります。 

電気機器の安定運用と人体への被害防止のためには、サージ

インピーダンス（雷サージ電流注入後 1μs 時点での抵抗値）

の確認と低減が必要です。 

サージインピーダンス測定 

●三電極法測定（簡易法） 

 

（危険物の規制に関する規則第 13 条の四、 消防危第 147 号 法令解釈上の疑義について） 

異周波測定も承ります。ノイズ

による影響を受けにくく、小電

流による測定が可能です。 

90 度以上 


